
甲賀市介護保険料が変わります 甲賀市介護保険料が変わります 
　介護保険事業計画の見直しに伴い、 

平成18年度から平成20年度までの3年間の介護保険料が変わります。 

3年間の介護保険料の基準月額は3,300円です。 

　所得段階別の年額は下表のとおりです。 

問い合わせ 
介護福祉課　165‐0698　FAX 63‐4085

【仮徴収】平成17年分の所得が確定するまで、介護保
険料を仮に算定します。 

 
◎普通徴収：口座振替又は納付書により納めている人 
　平成18年4月から6月分は、次の方法で算出した月
額を徴収します。 
　平成17年度の年額を12で割った額となります。 
　例えば、平成17年度が2段階だったとすると、年額
は22,620円なので、それを12で割って端数処理をし
た1,800円を1ヶ月分として納めていただきます。 

 
◎特別徴収：年金から差し引かれている人 
　平成18年4・6・8月は、平成18年2月の年金から
差し引かれている介護保険料額が、年金から差し引
かれます。 
　ただし、平成18年2月の年金で介護保険料が引かれ
ていない人は、平成18年4月から9月までは普通徴収
となりますので、ご注意ください。 

口座振替をご利用ください 
　保険料を納め忘れないために、口座振替をお勧めし
ます。甲賀市指定の「甲賀市税等口座振替依頼書」に
必要事項を記入、押印し、金融機関へ提出してください。
依頼書は市役所・各支所・各金融機関に備え付けてあ
ります。 
 

介護保険料を納めないと 
介護保険料を滞納すると、次のような措置がとられます。
●1年以上滞納すると 
費用の全額を一旦自己負担し、申請により後で保険
給付（9割）が支払われます。 
●1年6ヶ月以上滞納すると 
費用の全額を負担し、申請後も保険給付費の一部又
は全部が差し止めとなったり、滞納保険料と相殺さ
れます。 
●2年以上滞納すると 
　利用者負担が1割から3割に引き上げられます。 
 
 

おしらせ 甲賀市の基準額 

月額3,300円（年額39,600円） 
負担能力に応じた負担という観点から基準額に
一定の率を掛けた上の表のような「所得段階別
保険料」の設定になります。 

新　段　階 
（H18年度～） 

旧　段　階 
（H17 年度） 対　　象　　者 保険料年額 

第 1段  階 第 1段  階 ・生活保護受給者 
・老齢福祉年金受給者であって世帯全員が市民税非課税の場合　　等 11,880 円 

第 2段  階 
第 2段  階 

・世帯全員が市民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入の合計額が 80 万円以下 
の場合 19,800 円 

第 3段  階 ・世帯全員が市民税非課税で、第２段階に該当しない場合 27,720 円 

第 4段  階 第 3段  階 ・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税の場合 39,600 円 

第 5段  階 第 4段  階 ・本人市民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円未満の場合 49,500 円 

第 6段  階 第 5段  階 ・本人市民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以上 500 万円未満の場合 59,400 円 

第 7段  階 第 6段  階 ・本人市民税課税で、前年の合計所得金額が 500 万円以上の場合 79,200 円 

平成18年度から 
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甲南保健センター内 

甲南保健センター 

甲賀市地域包括支援センター 

甲賀市地域包括支援センターを創設します 甲賀市地域包括支援センターを創設します 
平成18年4月 介護保険法改正に伴い 

これまで、地域における高齢者またはその家族に対する介護等に関する相談窓口であった

『在宅介護支援センター』を廃止し、新たに平成18年4月1日から『甲賀市地域包括支援

センター』を甲南町葛木（甲南保健センター内）に市の直営で設置しました。 

今後は、地域包括支援センターと各保健センターが連携をとりながら、地域における高齢

者の心身の健康及び生活の安定のために必要な援助を行い、住み慣れた地域において、尊

厳あるその人らしい生活が継続できるよう支援していきます。 
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　高齢者の権利を侵害する虐待が増加し
ています。高齢者に対する虐待を疑ったら、
まず甲賀市地域包括支援センターまでご
連絡ください。 
　虐待には、①殴る、けるなどの暴力の他、
②介護が必要な高齢者に適切な介護をし
ない、③言葉の暴力や拒否的な態度をとる、
④わいせつな行為をする、⑤高齢者の年
金を取り上げたり、高齢者の財産を勝手
に処分するなどの行為が含まれます。 

平成18年 4月から、「高齢者虐
待の防止、高齢者の養護者に
対する支援等に関する法律」
が施行されます。 

広報あいこうか 2006.4.113
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